




	日 程
	時　　間
	テ　ー　マ
	  講  師（敬称略）

	1
月
30
日
(土)
	12:30～12:40
	（事務局事務連絡）
	

	
	12:40～13:30
	自閉スペクトラム症の現在：最新の概念、診断の実際と留意点
	十一   元三

	
	13:30～14:20
	自閉スペクトラム症と併存症：頻度の高いものを中心に
	義村　さや香

	
	14:30～15:20
	ADHDと自閉スペクトラム症：児童から成人における臨床的問題
	十一   元三

	
	15:20～16:10
	自閉スペクトラム症とPTSD：トラウマ症状の特徴と治療
	天野　　　玉記

	
	16:20～17:00
	＜ 第1日目 ： 質　　疑 ＞
	（第1日目講師）　

	1
月
31
日
(日)
	10:10～11:00
	自閉スペクトラム症と二次障害：ストレスがもたらす症状・疾患
	義村　 さや香

	
	11:00～11:50
	自閉スペクトラム症と社会的問題行動：問題の性質・背景に注目して
	十一   元三

	
	13:00～13:50
	自閉スペクトラム症と少年事件（１）：学校現場より
	良原　　恵子

	
	13:50～14:40
	自閉スペクトラム症と少年事件（２）：付添人（弁護士）の立場より
	佐々木   伸

	
	14:50～15:30
	＜ 第2日目 ： 質疑と総合討議 ＞
	（全講師）


【プログラム】
№15211





2015年度　発達障害・専門講座11（大阪）








＜京都大学大学院医学研究科 発達障害支援医学講座 設立記念特別企画＞


自閉スペクトラム症の臨床Update


－最新の概念と診断の実際、ADHDの影響、司法的問題－








期　　日：２０１６年 １月30日（土）～31日（日）


受講対象：教育・医療（心療内科・小児科など精神科近接領域）・心理・産業保健・就労支援・司法・福祉等の機関・現場で精神保健にかかわる方々、研究生・大学院生など興味のある方


定　　員：１２０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１０,０００円（税込み）　　※昼食は各自でおとりください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


共　　催：京都大学大学院　医学研究科　発達障害支援医学講座


会　　場：大阪社会福祉指導センター　５階多目的ホール　　　※詳細地図は受講証に添付いたします


大阪市中央区中寺１丁目１－５４　　　TEL 06-6762-９４７１


（市営地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地線共に「谷町６丁目」下車④番出口から徒歩５分）








講 師 陣 ご 紹 介（ご出講順）


ご企画：十一　元三　先生：京都大学大学院医学研究科 教授(人間健康科学系)、発達障害研究推進機構





義村 さや香 先生：京都大学大学院医学研究科 発達障害支援医学講座 助教(児童精神科医)


天野  玉記  先生：発達障害研究推進機構(臨床心理士、EMDRセラピスト)


良原  恵子  先生：大阪府臨床心理士会 副会長(臨床心理士)


佐々木 伸   先生：弁護士(兵庫県弁護士会)








自閉スペクトラム症（広汎性発達障害）の支援に向けた社会的取り組みは月日を追って広がりつつあり、学校・大学、民間組織のみならず、支援体制整備事業として、子育て、教育、就労など部局にまたがる体制づくりに取り組む自治体も増えてきました。合わせて、近年、自閉スペクトラム症に関して、診断概念や医療上の実態把握などを中心に進展がみられました。最前線の医療的問題が、学校、家庭、就労支援、さらには司法の現場で頻発している状況の中、発達症の精神保健を応援して下さる企業の暖かいご支援により、京都大学大学院医学研究科に「発達障害支援医学講座」(寄付講座)を設立することができました。支援への取り組みが活発化する一方で関係者の間で発達症に関する情報の混乱が生じているなか、発達障害支援医学講座の重要な使命として、正しい医学的情報の発信を掲げています。


本講座では、明治安田こころの健康財団との共同企画として、自閉スペクトラム症の臨床的問題を、最新の医学的知見にもとづいて捉え、実際的で合理的な対応を検討することを目指しました。


　　　　　　　　　　　　　京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系 教授 　十一　元三





※ 時間割・テーマ等については、多少異なる場合があることをお含みください。








